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研究成果の概要（和文）：トラウマとジェンダーの相互作用を、(1)精神病理的側面から、(2)犯罪行為や逸脱現
象の側面から、(3)文化創造的な側面から探り、明らかにした。
(1)では海外研究協力者との共同研究や、臨床家、脳科学やジェンダー学等の専門家らによる共同研究会議を実
施、トラウマの臨床的課題について検討した。(2)では刑事司法におけるストーカーや性犯罪事件の取り扱い、
女性薬物依存症者のトラウマと社会復帰、性労働従事者への暴力について分析した。(3)では参加型アートプロ
ジェクトの実施、参与観察を行い、トラウマからの創造性について考察した。(1)～(3)を統合し、成果を著作や
ウェブサイト等の形にまとめ、国内外で発表した。

研究成果の概要（英文）：Interaction of trauma and gender was analyzed from three dimensions; 1)
psychopathology, 2)crimes and deviation, and 3)cultural creativity.
On the first dimension, clinical agendas of trauma treatment were examined by conducting 
international research and cross-disciplinary conferences with clinicians, brain scientists and 
gender specialists. On the second dimension, how sexual crimes including stalking were handled in 
the Japanese criminal justice system was analyzed. Trauma experiences and recovery processes of 
women with drug addiction and the violence against sex workers were also examined. On the third 
dimension, creative aspects of trauma were explored through various art projects using the method of
 participant observation. As an integration of these three dimensions, outcomes were presented in 
the domestic and international conferences and published as books and articles, and on the internet.

研究分野：総合人文社会
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 性暴力やドメスティック・バイオレンス
（以下ＤＶ）など、ジェンダーやセクシュア
リティに基づく暴力は、「女性に対する暴力」
として 1970 年代頃から国連レベルでも問題
化され、実態調査や被害者支援などの施策が
講じられるようになってきた。日本でも 2001
年よりＤＶ防止法が施行されるなど取り組
みが進みつつある。 
 これらの暴力がもたらすトラウマは、被害
者の心身に様々な症状をもたらすのみなら
ず、対処行動や生活様式をも変化させ、被害
者のその後のジェンダーやセクシュアリテ
ィにも影響を与えることが諸外国の研究か
ら明らかになっている。とくに成長過程の早
期からの暴力や、親密な関係の中で長期間続
く暴力による影響は著しく、また社会全体が
そういった暴力に寛容な場合は、二次的・三
次的影響も大きい。 
 しかし、日本の精神医学においてトラウマ
研究は浅く、ジェンダーの視点も非常に乏し
かった。一方、ジェンダー研究においても暴
力への注目はあるが、ジェンダー理論へのト
ラウマの本格的組み入れはなされていなか
ったため、トラウマとジェンダーの相互作用
に関する総合的な研究が必要であった。 
 
２．研究の目的 
 1.の背景をふまえ、研究代表者らは、2001
年よりトラウマとジェンダーに焦点をあて
た研究を開始した。当初は、社会や文化的文
脈を重視しつつも、ＰＴＳＤ（心的外傷後ス
トレス障害）などの「外傷性精神障害」を中
心に、臨床現場で起きていることの精緻な観
察と、その言語化に重点をおき、論文集の出
版など、着実な成果を上げてきた。2009 年度
からは、その流れを踏襲しつつも、疾患や症
状といった精神病理的な現象だけではなく、
犯罪や逸脱、当事者の自助グループやメディ
ア発信・アート表象など創造性に関わる現象
に視野を広げて、研究を行ってきた。 
 また、上記のような着眼により、有機的な
研究ネットワークが広がり、多くの研究成果
が見られたため、引き続き同様の枠組みで、
規模を拡大して、トラウマとジェンダーの相
互作用を深く分析する必要があった。他方、
2011 年の東日本大震災は多くのトラウマを
もたらしたが、復興プロセスにおけるジェン
ダーの視点は十分でなく、ＤＶや性暴力の潜
在化なども丁寧に検討することが、喫緊の課
題であると考えられた。 
 こうした経緯をふまえ、以下の３点を研究
目的として設定し、研究を実施した。 
 
(1) トラウマとジェンダーの相互作用を、精
神病理的側面から明らかにする。とくに、ト
ラウマ起因の精神疾患としてはＰＴＳＤが
著名だが、本研究では、長期のトラウマの影
響を包括する「複雑性ＰＴＳＤ」や「発達性
トラウマ障害」に焦点をあて、中でも鍵とな

るアタッチメント（愛着）の問題と解離症状
に着目しながら、トラウマとジェンダーの複
雑で長期的な相互作用を明らかにする。 
(2) トラウマとジェンダーの相互作用を、犯
罪行為や逸脱現象から明らかにする。(1)で
示したトラウマの長期的な影響やジェンダ
ーとの相互作用は、精神病理としてだけでな
く、非行・犯罪、逸脱行為として社会問題視
されたり、対人関係トラブルや親密圏の暴力
として潜在化したりしやすい。それらの現象
と、トラウマとジェンダーの相互作用につい
て明らかにする。 
(3) トラウマとジェンダーの相互作用を、当
事者の自助グループやメディア発信・アート
表象など文化創造的な側面から明らかにす
る。トラウマとジェンダーの相互作用が、自
己回復や創造性に向かう流れを分析する。 
 
３．研究の方法 
 研究代表者と研究分担者、連携研究者をコ
アメンバーとし、メディア系、臨床系、犯罪・
矯正系の研究協力者、当事者研究関係者、ジ
ェンダーやトラウマの分野の大学院生、海外
研究協力者を迎え、共同研究を行った。臨床
事例研究、文献研究、関連諸機関の視察やフ
ィールドワーク、当事者による表現活動の実
践的研究、共同研究会議、公開ワークショッ
プを行った。 
 また、各年度年間テーマを以下の通り定め、
研究を実施した。 
<平成 25 年度>「アタッチメントと解離：ト
ラウマ反応と子育て困難」 
<平成 26 年度>「性被害とジェンダー化され
る身体：セクシュアリティとアタッチメン
ト・解離・逸脱」 
<平成 27 年度>「依存症とジェンダー：トラ
ウマの「自己治療」から自助グループへ」 
<平成 28 年度>「グローバル社会のトラウマ
とジェンダー：精神病理・逸脱・創造性」（平
成 28 年度は東日本大震災から 5 年という節
目として、震災のトラウマとジェンダーにつ
いても検討を行った）。 
 
４．研究成果 
(1) 精神病理・臨床的側面から分析したトラ
ウマとジェンダーの相互作用について、下記
のような成果が得られた。 
① 宮地は、海外研究協力者との共同研究に
おいて、解離の知見を取り入れた精神病症状
へのアプローチ、不安定-無秩序型アタッチ
メントと遺伝的および環境的要因の関係、精
神分析と語られないトラウマ、精神医療にお
ける脱施設化／脱制度化、治療者側の傷つき
や成長、発達障害等について、トラウマとジ
ェンダーの視点から分析を進めた。 
② 性被害等のトラウマと解離の関係につ
いては、平成 26 年度に共同研究会議「トラ
ウマ・解離・脳」を開催し、国内の臨床家や
関連諸分野の専門家を研究協力者として招
聘し理論的討議を実施した。脳科学やジェン



ダー学の側面から臨床実践的課題の検討を
行い、分析を進めた。 
 平成 28 年度共同研究会議では、トラウマ
の最新の臨床実践について議論した。オート
ノミートレーニングを用いた慢性疾患への
アプローチや、ブレインジムなどの身体技法
による解離症状へのアプローチについて、事
例を交えて検討した。 
③ トラウマ臨床や小児医療、発達心理の領
域の研究協力者の参加を得て、臨床の長期経
過を考察した。発達早期のトラウマを分析す
ることで、ジェンダーやセクシュアリティの
構築を発達論的な視点から見直し、また、ト
ラウマの世代間伝達についても、親密圏にお
けるジェンダーの権力関係からみた分析を
行うことができた。 
 
(2) 犯罪行為や逸脱現象の側面から分析し
たトラウマとジェンダーの相互作用につい
て、下記のような成果が得られた。 
① 宮地は、平成 25 年度及び 26 年度に、警
察庁の「ストーカー行為等の規制等の在り方
に関する有識者検討会」に委員として参加し、
討議及び検討を行った。また、日本弁護士連
合会主催のシンポジウムで、刑事裁判におけ
る性被害の取り扱いについてトラウマとジ
ェンダーの見地から講演を行い、論集に寄稿
した。ストーカー行為に対する規制の構築過
程や刑事裁判における性被害の取り扱いな
ど、社会・法制度の側についても分析を行い、
ジェンダーとセクシュアリティに関する社
会的規範とその影響の検討と、それらに対す
る当事者や支援者からの視点の重要性を考
察した。 
② 宮地は、依存症がトラウマ反応への「自
己治療」的作用をもつことと、それが暴力の
連鎖につながり得ることについて分析を進
め、自助グループの活動や当事者研究等につ
いて、依存症によらない回復の可能性という
観点から考察し、論考にまとめた。 
 後藤は、薬物依存者回復施設ダルク企画の
「ダルク 30 周年記念フォーラム」で講演を
行い、同施設のほか国内外の女性刑務所の調
査、当事者への聞き取り等を継続的に行い、
女性の犯罪行為・「逸脱」現象を詳細に考察
した。女性犯罪者が刑事司法の中で自分の声
を取り戻し、社会復帰を目指すための法的支
援のあり方について、平成 28 年度に論文に
まとめた。ＮＰＯ法人子ども権利センター帆
希を運営すると共に、関係機関との連携等に
ついても検討を行った。そのほか、警察大学
校や、暴力被害支援や児童支援のセンター等
で、ジェンダー・センシティブな支援や制度
の在り方について、講演を多数行った。 
③ 青山は、性労働従事者への暴力とスティ
グマの関係について分析を進めた。また、女
性に対する暴力に関する専門調査会におい
て、若年層を対象とした性暴力の現状と課題
について、社会学研究者の立場から検討及び
提言を行った。 

(3) 文化創造的側面から分析したトラウマ
とジェンダーの相互作用について、下記のよ
うな成果が得られた。 
① 宮地は、ニュージーランドで、性暴力被
害をうけたサバイバー男性によるＮＰＯ、
Male Survivors Abuse Trust のフィールドワ
ークを行い、語りやアート制作といったトラ
ウマの多様な表象等をテーマに、ピア・カウ
ンセリングへの参与観察、当事者及び支援者
へのインタビューを実施し、トラウマからの
創造性について考察を行った。 
② 地域における参加型アートプロジェク
トに取り組むＮＰＯ法人アートフル・アクシ
ョンと連携し、「問いかけながら道をゆく」
展、「多文化アートプラットフォーム 2015『考
える・行動する・繋がる共創空間』」等を共
催した。コミュニケーションの場の創成や情
報発信について考察を行ったほか、「トラウ
マを耕す」というコンセプトから、トラウマ
の語りにくさと芸術表現の可能性等につい
て、一般聴衆向けのトークイベントや対談を
行い、記録集作成に参加した。 
③ 「こころと身体の対話―ヨガとアーユル
ヴェーダから回復を考える」「TRAUMA と
CREATIVITY 表現から見えるその先の未来」
など、ワークショップを多数実施した。トラ
ウマや依存症からの回復について、こころと
身体の相互関係からのアプローチ、アート表
現やパフォーマンスからのアプローチを検
討するとともに、ジェンダーやトラウマの理
論と、医療や福祉・教育など実践的な場面と
の関連を検討した。 
 
(4) 上記(1)〜(3) を統合し、下記のような
成果が得られた。 
 本研究を通し、精神医学や脳科学等の研究
者や、法学、ジェンダー及びセクシュアリテ
ィ論、メディア研究等の研究者、臨床家、支
援団体、アーティスト、矯正機関や当事者運
動からの研究協力者が加わることで、有機的
な研究ネットワークが形成された。そのこと
により、本研究は(1)〜(3)を柱としつつ、そ
れぞれが相互に関連し合い、より学際的かつ
社会や文化に開かれたジェンダー研究を実
施することが可能となった。 
 とくに、生物学的なトラウマ研究や臨床医
学・性差研究の最新の知見が活用されると共
に、その社会科学的な批判検討を行った。 
また、犯罪や逸脱、当事者の自助グループや
アート表象等に目を向けることで、トラウマ
の過度な病理化や医療化を防ぎ、トラウマの
もつジェンダーかく乱の可能性や文化創造
性に言説を開いた。 
 東日本大震災に関しては、まず平成 27 年
度に、被災地の精神保健医療対策、まちづく
りと震災トラウマ及び復興ストレスの現状
と課題について、宮城県でフィールドワーク
を行った。平成 28 年度は、東日本大震災後
の５年を節目としてふりかえり、阪神淡路大
震災と比較しながら「復興」過程でトラウマ



がどのように複雑化、潜在化しているかをジ
ェンダーの視点から問い直した。精神保健の
視点から分析するのみならず、トラウマの影
響が犯罪や暴力や逸脱として現れる側面や、
それに抗するための被災当事者及び支援者
による文化創造的な活動にも着目した。 
 これらの成果を受け、まず、講演等におけ
る成果発信においては、犯罪加害と被害との
関連、更生や回復のあり方、メディアの役割
など、今日的課題にもジェンダー・センシテ
ィブな提言が可能となった。 
 国際的には、トラウマを生物学的・心理
的・社会的に捉え、ジェンダーの視点を包括
的に取り入れた入門書『トラウマ』（平成 24
年度）の韓国版を平成 27 年に出版した。ま
た、社会のジェンダー規範のなかの母親の役
割を再考し、育児をより創造的に捉え直す
『ははがうまれる』を日本で平成 28 年に出
版、今後ヴェトナムでも出版予定である。ま
た、トラウマの語りにくさや、トラウマティ
ックな出来事と社会の関係等を理解するた
めの「環状島」モデルに関して、国際誌での
論文発表、海外での学会報告及びメディアで
の発信、英語のホームページ作成等を行った。 
 海外での学会報告や共同研究は、自然災害、
紛争、テロ、性暴力といった国内外のさまざ
まな地域で共有され得る問題について、トラ
ウマへの理解や、伝統医学や土着の癒しの文
化的装置や治療共同体等を比較しつつ議論
する機会となった。その成果は、日本での講
演や論文発表等にも還元された。 
 ほかにも、千葉性暴力被害者支援ワンスト
ップセンター、ＮＰＯ法人子ども権利センタ
ー帆希の運営への参画、「ストーカー行為等
の規制等の在り方に関する有識者検討会」等、
政府や自治体の関連審議会の委員を務め、性
暴力被害の支援者や法曹・警察関係者向けの
多数の研修会で講演を行う社会活動によっ
て、成果を社会に還元することができた。 
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